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超赦状腐敗については収醇時期によって差が認められ

をかった．

また供試した3ヶ所の園の肥培管理．薬剤散布を比

較してみると．和製と混椎されてお力．その他の管理

が良くをい3号園では他の2園よ少も全収穫時とも席

敗の発生が多かつた．

参考までに8月26日に収粧した果尖を冷蔵庫（約

3℃）に入れて冷威した場合の腐政の発ノ主を調べたと

ころ，処理後20日たっても腐敗粟はまったくでなか

った．

缶桃の無袋栽培における着果量判定に関する試験

木戸啓二．真田輝夫．平塚秀雄．佐藤弘弥

（山形県農試置賜分場）

1　ま　え　が　さ

缶桃の無袋栽培を行なう場合の適正を着果丑を判定

するために，一定乗数当カの結実数及び無袋樹の摘果

の程度，結果伎別（長，中，短果枝）に結果量をかえ

た場合の生産力並びに果実の肥大等に及ぼす影響につ

いて試験を実施したので，その結果を報告する．

2　試　験　方　法

1　無袋樹の摘果の程度

材料は天童市山元．山口氏園の明星8年生樹5本を

供試し．1区1本とし，無摘果区は玉枝1本を供試し

6月14日の最終摘果時の乗数と果実の肥大，収隆時

の等級割合等打ついて調査を行をった．

第1表　　　　棄　面　横　と　落　果　率

2　鮭果枚による着実の幕臣

材料は天童市山元．山口氏園の明星9年生樹5本を

供試し，6月14日の最終摘果時に結果枚別（長∵中

短果枝）に各々10本宛を供試し．第3表に示すよう

を区を設けて摘果を行なレ，8月10日（薪棉停止期）

に結果枝別に葉数及び着果数，果実の肥大等について

調査を行在った．

3　試験結果及び考睾

1　無食掛の摘果の程度

新梢の停止する8月上旬における1弁当カの乗数は

第1表に示すように，有袋区が鼻も多く，漸次着果量

が多くなるに従って1果当カの乗数が少なく，6月中

区 別 訴 碧 雲 讐
6 月 1 4　日 8 月 1 日

落 果 数 落 果 率
乗　 数 果　 数

1 果 当 少

乗　 数
乗　 数 果　 数

1 果 当 カ

乗　 数

慣 行 有袋 （ 1 失 当 3 3 菜 ′ 2 3．8 7 0 7 1 8 3 ま2 3 7．5 4 2 6 6 7 5 6 3 5 1 7 1節

無上袋 区 （　 〝　 2 0 〝 ） 2 4，2 6 2 1．2 1 3 2 8 0 3 4 4 4 5 9 3 8 3 6 7 2 7 5 2 2 7

〝　 （　 〝　 1 5 〝 ） 2 4．2 6 1 1，6 4 1 1 5．0 4 乙9 8 2 1 3 0 9 3 2 8 3 3 2 2 8 2

〟　 （　 〝　 l n 〝 ） 2′i，3 2 9 2 4 3 3 1（10 3 6 4 9 3 も6 6 0 2 2 0 7 7 3 3 1 8

（〝　 且 7 〝 ） 3 1 3 2 5 5 1 5 7 4 4 8 9 3 5 0 1 2 8 2 0 1 3 6 5

句よ少8月上旬迄の落果率は布袋区が点も少なくなっ

ているが，無袋の20薫区及び15菜区との間に差は

みられ覆いが，10棄区及び無名無摘果区はいずれも

高い落果率を示した．また乗数の少をいもの巷落果が

多くなった．

1果平均重についてみると，乗数の多い有袋区が大

きくなっているが，無袋区20葉のものはそれと殆ん

ど同程度であった．

第2表にみられるように1果当りの真数が15秦区

以下では，1果平均重が小さくなっている．

収穫された果実を時期別にみると，有袋区の収啓時

期が早く，無袋区の吻合は，l果当少の葉数の少ない
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第2表　　　委曲机とがさ尖の大きさ及び全樹収揖

1 一県 当　 乗 数 収　　 ＿り亡

（ 1 樹 、【ノ再 ）
1 果 平 均 覇

1 日 ）発 、11 り 根 て：止

摘　 果　 時 収　 軒　 時 摘 甘一帖 I U U礎 、レl 収 ㌣■時 l n t礫 、Ll

根 行 も■袋 3 3 葉 5 ti 3 1 1 3，り8 0 Kク 1 7 7 2 g 5 3 tr 9 〆 3 1 こi ′1 〆

無　　 粟 2 0 〝 3 （i 7 1 2 6，0 5 0 1 7 ヱ3 H li l．5 1 7 ユ5

〝　 1 5　〝 3 2 8 1 3 6 6 2 0 1 2 3 3 8 2 ユ▲1 3 7 1ユ1．

〝　　 1 0　〝 2 2 0 1 4 1，7 6 0 9 6 6 9 6 （1 0 ．1 3 い．5

無 袋 無 精 ダ ま 7 〝 1 2 8 3 3．5 0 0 l （卜】．7 1．8 3 11 4 8 1 7二了

ものが収階時期が遅れ，特に無袋無摘果区の収橙時期

の遅れが顕著であった．

次ぎに6月14日の摘果時における葉教と収量との

関係をみると一摘果の程度が軽く表わ，無摘果状態近

くをるに従って果実の肥大は無くなるが，収量は増加

している．

摘果時及び収穫時の100葉当力収量の最も高いの

は無摘巣であわ，次いで無袋の20棄区が多くをって

いることから・明星の無袋の場合も1果当身の

葉教に20枚程度は必要であろう．

果実の等級割合についてみると第1図にみられるよ

うに有袋区の33薫区は小菜の割合は少なレが大栗の

割合が高く，中果は15薫区よカも多くなっている．

しかし最も商品価値の高いといわれる中栗の巌も多い

のは無袋の20東庄で694努となってお力，それよ

りも摘果の程度が軽くなるに従って中黒¢＼割合は減少

し，小紫が多くなっている．

本試験の結果から無袋樹の適当を着果量を決定する

ことは出来なかった．しかし，有袋樹の33稟区に比

して，麻袋樹の2町案区がすべての点で劣らないこと

からみて，無袋の場合には最終摘果時に1見当少20

葉あれば．でかを少の成績をあげ得るものと思われる■：

有袋区　　無袋2中濃区16兼区　10糞区　無精彙瓦7薫区

第1囲　総収量を100托した場合の等級割合

2　結塊根ル朕メr‘i▲ニー‡ミ＿‡li二を．興にした上■少合

結果佼別による酎射精と－rjrl三の大きさについて布袋■

無袋別打みると第3衣、●かすようにイJ’集■無袋共長泉枚

では1先）L用20～2・；枚程度のものが，1果平均軍も

硬く先夫の肥大もよいようである．

また中果枚の場合の棄数はl n～2日枚朽隼であれ

乗数が多くなる上県ノミの肥大は悪くなるようであるが，

果尖の肥大と妻数との問にはそれ程大　在云・結みられを

かった．

10（）葵、うりの収：，こ▲についてみると，イf嚢の場合は5

－6佃着月ミしたもぐが肥大がよく，収－F丘も多くなってい

るが，無袋の場合は5－7借着果したものが収是は多く

なっているが，果実の肥大は4－5借着果したものがよ

くなっている．

このことから結果枝の長さにもよると思う；′■，長果枝

のちi／）は5－6倍の荊果が可能である．また中果枝の場

合も3個　知果枚の墟わは　佃迄はィ．：兜できるように思

われる∩

次に宗．二、一束枝別による椚果塞及びl果、1カ乗数について

みると第4表打示すように各結果枝共摘果親の乗数の少

ないもの程溶銑を多くしているようで∴落果は有袋よカ

も無粟の方に多くみられる．

薪梢停止期にかける結果校外二こよる朱美対禁教につい

てみると1果当りの実数が長果枚でに平均32枚，中，短果二

校では15枚前後となっている．これを更に有袋・無表

別にみると什袋の場仁は長兄枚で平均30枚，中・短果

枝で14枚前後となってふ．り，無袋の場合は長束枚で平

均40枚・中・短果枝では18枚前後とたっている・

最終摘果時にかける結果枝別の1果当りの真数につい

てみると，長・中果候では平均25枚，短果枝では12

枚となってレLる．

またこれをイJ一袋」無袋別にみると，有袋の場合は長果

枝で平均26枚，中果枚では13枚，恕果枝では11枚

となってお力，無袋¢＼場合は長果枝で24枚，中・短果枝で

は13枚となっている。

いずれの結裁枚にかいても有袋区に比べ，無名区の方

が1果1少の乗数が少なくなっている，また収穫時の1

果当　の乗数はト果数の少ないもむ布多くなっているよ

うである。
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第3表　結果枝別による葉面請と果実の大きさ

‾無袋別 有　　　　　　　　 袋 無　　　　　　　　　 袋

　 丘や

結果枚柴 も果諾

1 井当 力奔放 1果当少

平 均 重

1（町葉当 り収量 1果 当わ乗数 1果当り

平 均重

100 葉当 れ収量

摘果時 収穫時 摘果時 収穫時 摘果時 収穫時 摘果時 収啓時

長 果 榎

（3 0Cカ以上 ）

7 22 5 3 1 1
138 ㌔ 6 04才 4 16 8タ

2 1 1 3 1．9
1 48♂ 66 2才 4 38 ク

6 18 5 3 88 14 8 0 7 56 0 4 5 3 6 28 7 3 1 1 1 38 0 66 65 4 16 8

5 2 6 4 39 2 14 9 0 5 6a 2 380 0 2（ユ3 3 5 5 15 1 0 7 42 9 42 4 3

4 31 7 36 0 1 26 0 3 9 6 9 34 9 0 2 3 3 44 5 15 10 6 47 8 3 3 8．2

3 2ニ乙6 34 8 1 4 10 6 2ユ2 40 4 7 2 4．1 3 42 14 1．0 5 8a 7 4 1 L7

2 35 2 4 L8 126 0 35 7 8 3 0 1．1 3 7 1 5 7 0 16 4 0 4 4 1 2 287 0

中 果 枝

（2 4～知 ）

4 18 4 18 5 146 0 t 4 1 18 13 8 89 86 1 1．8 14 8 0 1 45 7 4 u Ba 8

3 11声 1 19 15 0 0 L3 26 0 1 26（10 1 24 19 6 1 58 0 1．2 0 90 76 5 C

2 18 4 1 93 14 4 0 7 8 19 7 45 9 179 19 7 13ユ0 7 4 2 1 6 74 3

短 果 枚

（15印以下 ）

2 7 8 1 89 1 67 0 a 14 8 9 L5 3 1．4 18 1 13 1 f4 7 0 1 45丘3 1 1 2 1 6

1 14 2 16 5 1 4 90 LO 4 9 0 9 0 Z9 17 0 3 4．7 1 2a O 68 6 3 3 5 4 2

第4表　　結果枝別による葉面積と着果率

有傘袋別 有　　　　　　　　 袋 無　　　　　　　 塵

1 琶査項目

結果枝別 ＼

供試果数 着 果 数 着果率 素　 数
1果当わ

乗 数
供試乗数 着果数 着果率 葉　 数

1果当少

棄 数

長　 果　 枝

7 70 6 8
97 1‘瘍
a l 15 3 1 1 7 0 5 6

8 0．0瘍 1 7 86 3 18

6 60 52 8 6 7 L 6 0 2 3 8 8 60 5 2 86 7 16 1 8 31 1

5 5 0 4 7 9 4．0 1 8 4 3 3 8 2 50 38 72 5 13 4 8 35 5

4 4 0 3 9 9 7 5 14 04 36 0 4 0 29 8ユ3 1 29 0 44．5

3 30 2 9 96 7 t O lO 34．8 3 0 2 5 98 0 8 5 4 34 2

2 20 2 0 108 0 8 3 5 4 18 2 0 18 8已0 1 0 25 5 7 0

中　 東　 枝

4 4 0 3 8 95 0 3 9 8 18 5 4 0 3 4 7 a 3 4 04 11 8

3 3 0 27 90 0 3 2 1 1 19 30 22 9 5 0 4 3 2 19 6

2 20 2 0 108 0 3 8 5 19 3 20 19 95 0 37 4 19 7

短　 果　 梗

2 20 2 0 10 0 0 21 7 18 9 20 19 95 0 24 8 13 1

1 10 1 0 10 8 0 16 5 18 5 1 0 9 98 0 2 1 2 34 7

4　む　ナ　び

本試験の結果から無袋樹の適当な着果宜を決定する

ことはむずかしいが㍉　しかし有袋区の33棄区に比し

て無袋の20棄区が，すべての点て劣らないところか

ら，無袋の珍合は最終摘果時において，1果当わ20

秦は必撃と思われる・

従って従来いわれているように生食用桃の場合と同

様に缶詰用桃である明星の場合も果実1個の肥大に最

低15～20枚の薫が必要であると考える．

また結果枝別についてみると有余，無袋共に長果枝

では5－6個，中黒枝では3－4個，短巣枝では1－

2個程度は着果可能である．

この場合の1個当カの葉数についてみると無袋槻及

び結果枝別のいずれにおいても有袋区に比べ無袋区の

方が1佃当カの葉数が少なくなっている・


